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○調査、評価の方法

今回の渓流（小流域レベル）の調査結果は 以下に示す方法により 定の地域内今回の渓流（小流域レベル）の調査結果は、以下に示す方法により一定の地域内
における、深層崩壊が発生する「相対的な危険度」を示したものであり、評価区域内
での適合性を最適化するため、評価区域毎に評価要素の指標を分析、設定してい
ます。このため評価結果は、あくまで評価区域内での相対評価であり、評価区域が
異なる場所と評価結果を比較する事ができないことに注意してください。

マップに示す範囲については、「深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出マニュア
ル（案）」（独立行政法人土木研究所）に基づき調査を行っており、概略の手順は以
下のとおりです。

① 空中写真判読等により、比較的簡便に調査が可能な以下のＡ～Ｃの３要素を
調査し、約1km2 の渓流毎に整理

Ａ 深層崩壊の発生実績
Ｂ 地質構造及び微地形要素
Ｃ 地形量（勾配及び集水面積）

② 地質や気候条件が概ね等しいと考えられる地域（以下、評価区域）毎に、Ｂ及
びＣの指標を分析・設定

③ 評価区域内の相対的な危険度を、３要素の有無により４段階（３つあり、２つあ
り、１つあり、なし）で評価し、地図に色分けして表示
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